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で
中
央
行
動 

7/23 
 

＝
寒
冷
積
雪
地
の
実
態
を
訴
え
、

支
給
額
の
維
持
、 

生
活
水
準
確
保
を
求
め
る
＝ 

公
務
員
連
絡
会
は
、
７
月

23
日
に
、
寒
冷
地
手
当
の

支
給
地
域
見
直
し
を
課
題
に
、
北
海
道
・
東
北
を
は
じ

め
全
国
か
ら

150
人
余
（
う
ち
自
治
労
約

70
人
、
自
治
労

北
海
道
か
ら

18
人(

う
ち
、
網
走
地
本
１
人)

）
の
支
給

地
域
代
表
を
集
め
、
中
央
集
会
、
地
域
代
表
に
よ
る
人

事
院
交
渉
、
並
び
に
人
事
院
前
交
渉
支
援
行
動
に
取
り

組
む
な
ど
、
中
央
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

中
央
集
会
で
は
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
の

中
で
、
地
域
区
分
の
見
直
し
検
討
が
提
起
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
寒
冷
積
雪
地
の
組
合
員
の
生
活
を
最
大

限
守
ら
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
支
給
水
準
の
維
持

や
生
活
水
準
の
確
保
を
求
め
て
い
く
こ
と
な
ど
の
取
り

組
み
方
針
を
確
認
し

た
。 自

治
労
道
本
部
か

ら
は
、
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
の
検

討
が
表
明
さ
れ
て
以

降
の
取
り
組
み
状
況

や
、
現
在
、
連
合
北
海

道
公
務
労
協
の
地
域

別
集
会
が
全
道
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る

状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
の
入
れ
替
え
や

’ 04
年
の
見
直
し

後
の
市
町
村
合
併
に
よ
る
級
地
区
分
の
変
更
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
や
、
寒
冷
積
雪
地
に
お
け
る
生
活
実
感
と
合

致
し
て
い
な
い
こ
と
、
灯
油
価
格
高
騰
・
消
費
増
税
な

ど
組
合
員
の
生
活
実
態
は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
「
今
こ
そ
寒
冷
地
手
当
を
引
き
あ

げ
る
べ
き
」
と
決
意
表
明
を
行
っ
た
。 

集
会
後
の

人
事
院
交
渉
で

は
、
①
地
域
差

は
あ
る
が
、
こ

の

10

年

間

で

２
～
３
倍
程
度

灯
油
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
、 

②
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
、

暖
房
機
器
、
除

雪
に
必
要
な
防

寒
具
、
雪
害
に

備
え
る
保
険
料

負
担
な
ど
は
寒
冷
地
手
当
で
賄
い
き
れ
な
い
、
③
市
町

村
合
併
に
伴
う
庁
舎
の
移
転
で
、
10
年
前
と
の
支
給
区

分
に
差
異
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
④
仮
設
住
宅
で

暮
ら
す
被
災
地
の
組
合
員
や
全
国
か
ら
応
援
に
来
て
い

る
自
治
体
職
員
は
、
さ
ら
に
暖
房
費
が
嵩
む
、
⑤
自
宅

付
近
だ
け
で
な
く
、
庁
舎
や
学
校
付
近
の
除
雪
も
行
う

な
ど
負
担
が
大
き
い
、
⑥
近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る

雪
害
か
ら
地
域
住
民
の
命
を
守
る
た
め
、
組
合
員
は
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
な
ど
支
給
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
た
検
討
と
、
現
行
の
支
給
水
準
の
維
持
を
強
く
求

め
た
。 

中
央
行
動
の
参
加
者
は
、

「
交
渉
団
が
ん
ば
れ
」

「
寒
冷
地
の
実
態
を
反
映
し
ろ
」
な
ど
と
力
強
く

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
た
。 
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本
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

 

２０１４年  

７月２８日 

自治労北海道  

網走地方本部  

2014 第 12 号  

 

7
月

29
日
は
第

3
次
統
一
行
動
日
で
す
。
組

合
員
一
丸
と
な
っ
て
人
勧
期
に
向
け
た
取
り
組

み
を
が
ん
ば
ろ
う
!! 

 


